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初期宇宙や近傍天体の詳細観測には、大面積高角度分解能望遠鏡が不可欠である。大面積化には、有効面積あ
たりの基板重量を出来るかぎり軽減する必要があるが、Ｘ線の場合、全反射の臨界角が小さいため斜入射光学系
になり、この種の鏡基板の製作が困難であった。「あすか」衛星で用いられた多重薄板望遠鏡では、基板を薄くす
ることで軽量化がはかられたが、薄板ゆえ結像性能の劣化を招いていた。「あすか」型基板の主な欠点は「円錐近
似」「鏡基板２段間のアライメント誤差」である。我々は、この欠点を克服するためにプレス法を用いて１枚のア
ルミフォイルから非球面２段一体型基板を作成することを考えた。この方法で、結像性能１分角以下の鏡基板を
目指す。
１分角を切るには、数μm以下の精度で鏡基板を加工する必要がある。我々は、プレスで用いる金型（下型）

を理化学研究所にて精密に加工した。この金型とマシニングセンターで加工した上型を用いて、0.3mm厚のアル
ミ基板を成形した。成形の手順は以下の通りである。

• ３点ロール法による粗成形

• 300tプレス装置による成形（必要に応じて、その後に熱処理）

一連の試作を終え、基板形状で一番大きな問題がスプリングバックであり、この問題を軽減する方法として熱処
理が有効であることが分かってきた。本講演では、鏡基板の製作法の現状と試作品の性能評価について報告する。


